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●子育て応援だより

●地域福祉計画⑥

●お知らせ

●こんにちは津久見高校です

●日直・当番等

●すくすくつくみっ子

●トピックス

●市有地を販売します

●中田田尾地区住宅団地分譲

●保健だより

●こどもの病気対策法⑥

●福祉情報

●新年ごあいさつ

●イルカがやってきたよ

●久保泊小学校の有効活用策募集

●津久見市成人式

●人権ふれあいシリーズ

●豊後水道絶景ウォーク
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
21
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
お
お
い
た
国
体
が
開

催
さ
れ
、
津
久
見
市
で
も
﹁
ボ
ク
シ
ン
グ

競
技
﹂
と
﹁
軟
式
野
球
競
技
﹂
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
に
よ
り
成
功
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
免
農
道
四
浦
地
区
線
、
国
道

２
１
７
号
千
怒
日
見
バ
イ
パ
ス
、
広
域

農
道
千
怒
彦
ノ
内
線
が
相
次
い
で
開
通

し
、
日
代
・
四
浦
地
区
を
中
心
に
交
通
ア

ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
す
る
な
ど
基
盤

整
備
が
着
実
に
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
津
久
見
港(

堅
浦
地
区)

港

湾
整
備
事
業
と
し
て
公
共
岸
壁
の
本
格

工
事
に
着
手
し
、
そ
の
他
、
昨
年
か
ら
着

工
い
た
し
ま
し
た
県
道
大
泊
浜
徳
浦
線

︵
立
花
地
区
︶
の
拡
幅
整
備
や
楠
屋
・
臼

杵
市
泊
ヶ
内
間
を
結
ぶ
林
道
整
備
事
業

等
の
早
期
完
成
に
よ
る
、
堅
徳
・
長
目
地

区
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
半
島
部

の
基
盤
整
備
を
着
実
に
推
進
し
、
合
わ

せ
て
津
久
見
Ｉ.

Ｃ
と
水
晶
山
跡
地
・
津

久
見
港(

堅
浦
地
区)

・(

青
江
地
区)

の
３

つ
の
物
流
拠
点
を
効
果
的
に
結
ぶ
道
路

網
整
備
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的

な
都
市
整
備
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
、
津
久
見
の
食
や
特
産

品
を
売
り
出
そ
う
と
い
う
活
動
が
民
間

団
体
を
中
心
に
活
発
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
風
光
明
媚
で
豊
か
な
自
然
環

境
や
九
州
で
６
番
目
の｢

み
な
と
オ
ア
シ

ス｣

に
認
定
さ
れ
た
﹁
つ
く
み
ん
公
園
周

辺
﹂
、
扇
子
踊
り
等
の
伝
統
芸
能
な
ど
の

潜
在
的
な
観
光
資
源
と
の
連
携
を
図
り
、

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16 
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
﹁
津
久
見
市
緊
急
行
財
政

改
革
実
行
計
画
﹂
は
本
年
３
月
で
終
了

い
た
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
当
初
の
改
善
計
画
を
大
幅
に
上
回
る

実
績
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
先
行
き
不
透
明
な
昨
今
の

社
会
経
済
情
勢
や
年
々
減
少
し
て
い
く

地
方
交
付
税
、
ま
た
景
気
動
向
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
市
税
収
入
等
の
現
状
を

考
え
ま
す
と
、
自
治
体
運
営
は
将
来
設

計
の
見
通
し
さ
え
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
年
か
ら

新
た
な
５
カ
年
の
第
２
次
緊
急
行
財
政

改
革
実
行
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る

改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
に
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の

確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹

賀

新

年

新
年
ご
あ
い
さ
つ

津
久
見
市
長
　
吉
本
幸
司
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
ご
壮
健
に
て

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
市
議
会
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
に
対

し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
現
下
の
地
方
財
政

は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、社
会
保

障
費
が
増
大
す
る
一
方
で
、
地
方
交
付
税

等
の
大
幅
な
削
減
が
な
さ
れ
て
き
た
結
果
、

地
域
間
格
差
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
未

曾
有
の
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
的
金
融
危
機
等
に
よ
る

景
気
の
後
退
に
よ
り
、
国
税
・
地
方
税
と

も
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、
地
方

財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
さ
ら
に
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
権
限
と
責
任
が

拡
大
す
る
中
、
議
決
機
関
で
あ
る
市
議

会
の
役
割
は
一
段
と
重
要
性
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
は
、
市
民
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
を
基

に
、
津
久
見
市
の
発
展
の
た
め
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
市
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
行
財
政
改
革
の

推
進
、
市
町
村
合
併
そ
し
て
地
域
活
性

化
の
促
進
に
向
け
、
市
議
会
の
立
場
か

ら
新
た
な
視
点
に
立
ち
﹁
市
町
村
合
併

調
査
特
別
委
員
会
﹂
、﹁
地
域
活
性
化
調

査
特
別
委
員
会
﹂
の
中
で
、
調
査
・
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
地
域

医
療
、
教
育
、
環
境
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
、
町
づ
く
り
そ
の
も
の
が
、

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
こ

う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
、
愛
す

る
郷
土
を
未
来
の
市
民
に
引
き
継
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
執
行
部
と
互
い
の
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
農
業
・
水
産
業
を
は
じ
め
と
す

る
産
業
振
興
を
は
か
り
、
活
力
あ
る
町
づ

く
り
、
緑
と
心
豊
か
な
安
心
で
き
る
町
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

多
難
な
財
政
状
況
と
依
然
と
し
て
厳

し
い
生
活
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市

民
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
こ
の

一
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
実
り
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
ご
あ
い
さ
つ

津
久
見
市
議
会
議
長
　
西
村
　
丸

●
津
久
見
市
役
所

　

市　
　
　
　

長　

吉
本　

幸
司

　

副　

市　

長　

宇
都
宮　

崇

●
津
久
見
市
議
会

　

議　
　
　
　

長　

西
村　
　

丸

　

副　

議　

長　

清
水
美
知
子

　

議　
　
　
　

員　

黒
田　

浩
之

　
　
　
　
　
　
　
　

森
脇
千
恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　

金
只　

昌
平

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

和
壽

　
　
　
　
　
　
　
　

小
手
川　

生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

幹
也

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

栄
作

　
　
　
　
　
　
　
　

知
念　

豊
秀

　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

哲
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

板
井　

王
成

　
　
　
　
　
　
　
　

成
松　

裕
利

　
　
　
　
　
　
　
　

岩　
　
　

蒐

　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

康
生

　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
留
麒
一
郎

●
教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
長　

鳥
越　

繁
一

　

教　

育　

長　

植
田　

善
徳

●
監
査
委
員

　

代
表
監
査
委
員　

佐
々
木
興
一

●
公
平
委
員
会

　

委　

員　

長　
　

野　

捷
二

●
選
挙
管
理
委
員
会

　

委　

員　

長　

瀧
本　

峰
舜

●
農
業
委
員
会

　

会　
　
　
　

長　

岩　
　
　

倖

●
消
防
団

　

団　
　
　
　

長　

石
井　

明
廣



4市報つくみ　2009年１月号

仙水遊漁センターに新しい仲間が加わりました!

保戸島デイサービスセンターの運営先を募集します

　平成20年12月16日に、仙水遊漁センターの
新しい仲間として、イルカ２頭が加わりました。こ
れは、大分マリーンパレス水族館「うみたまご」と
の協定により、イルカの試験飼育を行うためです。
　イルカはとても人懐っこく、「うみたまご」でも、
間近で見られる４頭のイルカショーは、大人気です。
（「うみたまご」にいる４頭のイルカの名前は、「サ
サ、クク、ララ、モモ」です。）しかし、とてもナイ
ーブな生き物で、せっかく育ててショーができる
ようになっても、突然に体調を崩したり、場合によっては亡くなったりするケースもあります。「う
みたまご」としては、もしものために、次の世代のスターたちを育てる必要性を感じていました。
　一方、津久見市では、仙水遊漁センターの利用者数が落ち込み、赤字経営が続いていますが、何
とか経営を立て直し、本来の目的である遊漁対策の海洋釣りとして、また、地元地域活性化の核と
して、再生を図る必要性がありました。
　そういったことから、「うみたまご」と津久見市のメリットが一致し、イルカの試験飼育が実現
したわけです。将来的には、間近で餌をあげたり、触れたりするように調教しますが、そうなるま
でには、約２年間の訓練が必要です。その間、近くで見ることはできませんが、そのときを楽しみ
にお待ちください。

　保戸島デイサービスセンターは現在、津久見市社会福祉協議会が市の委託を受け運営しています。
しかしながら、社協の事業運営の見直しと、社会事情により介護事業から地域福祉事業への転換
をしていくことになりました。
　デイサービスセンターを新たな事業者に運営していただき、今まで以上に保戸島地区の保健福
祉サービスの充実を図っていくために運営先を募集します。
※詳細は、下記までお問い合わせください。

【募集期間】
　○ 平成21年１月13日(火)～１月30日(金)

【問い合わせ先】
　○ 福祉事務所　☎82－9519

大人（高校生以上）   ３２０円
子ども（小・中学生）１６０円
乳幼児　　　　　　　無　料

　仙水遊漁センターは、年末は12月31日（水）午前まで
営業いたします。なお、１月１日（木）から５日(月)までは
休業いたしますので、ご了承ください。

【仙水遊漁センター年末年始営業のお知らせ】 【仙水遊漁センター入場料】【仙水遊漁センター入場料】
釣堀で

釣った魚は、
別料金です!
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民間事業者による久保泊小学校（休校中）の
有効活用策を募集します

【敷 地】
○ 敷地面積は、全体で２,４５３㎡（固定資産台帳。実測面積は、３,２４６㎡）あり、有償による
譲渡又は貸与が条件となります。また、利用する範囲は、ご相談に応じます。

【建 物】
○ 昭和５９年に建てられ、築２４年を経過して
います。構造は鉄筋コンクリート造２階建、
建築面積３８４.６㎡、延床面積６７５.０㎡（１
Ｆ３５２.５㎡、２F３２２.５㎡）です。建物
の貸与又は譲渡については、ご提案の内容
により、無償とするか、有償とするか、ご
相談に応じます。また、増築・改築等もご
相談に応じます。

【対象者】
○ 社会福祉法人、NPO法人等の公共的団体のみならず、民間事業者（法人、個人を問わない。）
の方で、自らの事業活動に活用しようとする方であれば、どなたでも応募できます。また、市
内の事業者であるか、市外の事業者であるかは、問いません。

【有効活用策の内容】
○ どのように活用するかは、ご自由です。ただし、津久見市にとっても地元地域にとっても、最
も有効的な活用方法であると判断できる提案を採用します。また、複数の提案があっても、有
効性に欠けると判断する場合は、採用者がない場合もあります。

《有効的な例》

・「○人以上の地元雇用を創出できる。」
・「地元地域の方に○○○など、新たなサービスを提供できる。」　など…

【募集期間】
　○ 平成21年１月13日（火）～１月26日（月）

【提出書類】
○ 「津久見市久保泊小学校の有効活用に係る提案事業者募集要綱」に基づき、応募書類を提出し
ていただく必要があります。詳しくは、ホームページでご覧になるか、担当までお問い合わせ
ください。

【問い合わせ先】
　○ 企画商工課　学校施設有効活用事業担当　　☎８２－４１１１（内線２５２・２５３）
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●
千
怒
　
池
田
美
穂
、
植
木
愛
沙
、

太
田
大
地
、
大
塚
公
輔
、
金
丸

真
子
、
神

絵
里
、
川
上
夕
貴
、

神
田
洋
輔
、
久
保
田
真
澄
、
小

手
川
千
奈
津
、
小
手
川
信
貴
、

小
手
川
友
里
、
佐
藤
菜
穂
美
、

軸
丸
真
美
、
品
矢
智
晴
、
下
松

理
沙
、
関
龍
之
介
、

司
貢
、

野
里
実
、

野
裕
貴
、
徳
脇

香
織
、
戸

ち
ひ
ろ
、
戸

諒
、

二
村
彰
悟
、
松
下
和
樹
、
松
下

章
吾
、
松
下
奈
央
、
松
下
由
依
、

松
下
祐
太
郎
、
和
田
美
里

●
津
久
見
浦
　
伊
東
諒
、
梅
田
佑

貴
、
瀬
川
平
、
中
野
晃
希

●
岩
屋
町
　
遠
藤
涼
、
渡
辺
優

●
大
友
町
　
朝
生
恵
未
、
石
田
雄

太
、
上
田
美
香
、
江
口
晃
史
、

島
田
悠
誠

●
高
洲
町
　
梶
原
雄
太
、
日
下
み

な
み
、
佐
藤
勲
　
　

●
宮
本
町
　
甲
斐
俊
之
、

幸

平
、

橋
奈
央
、
深
江
省
哉

●
上
宮
本
町
　
麻
生
佳
佑
、
西
郷

亜
実
、

木
諒
、
鳥
越
真
友
、
林

貢
平
、
樋
口
昌
紀
　

●
中
央
町
　
神
品
範
子
、
川

智
、

川
野
唯
、
吉
川
唯
　

●
彦
ノ
内
　
岩
尾
尚
明
、
上
杉
友

美
、
江
藤
嘉
哉
、
大
杉
健
太
郎
、

大
杉
美
樹
、
片
田
敦
美
、
川
野

紗
也
加
、
菅
崇
嗣
、
木
下
智
史
、

是
澤
雄
一
、
佐
藤
仁
美
、
佐
藤

美
穂
、
佐
藤
唯
、
染
矢
拓
範
、

治
基
起
、
竹
田
拓
麻
、
鳥
越

健
介
、
長

満
津
留
、
西
脇
瑛

希
、
古
田
卓
、
山
内
美
咲
、
渡

邉
信
治

●
文
京
町
　
石
井
未
香
、
上
杉
深

幸
、
児
玉
敦
啓
、
野
田
唯
菜
、

藥
師
寺
毅

●
中
田
　
内
田
総
一
郎
、
中
津
留

美
香
、
深
井
健
司
、
藤
岡
元
希
、

蓑
部
洋
志
、
山
口
若
菜
、
山
本

佳
奈
、
山
元
麻
也

●
中
田
町
　
江
藤
亘
、
川

礼
麻
、

黒
田
孝
平
、
小
手
川
優
、
中
村

海
斗
、
橋
本
美
奈

●
西
ノ
内
　
大
村
由
香
里
、
栗
木

貴
浩
、
姫
野
篤
　
　

●
立
花
町
　
神
田
奈
保
、
田
口
裕

美
、
戸

志
穂
、
中
邑
一
史
、

西
田
真
士
、
矢
内
涼
子
、
山
本

麻
理
恵
　

●
上
青
江
　
秋
吉
美
香
、
飯
沼
佳

典
、
石
井
瞳
美
、
大
西
啓
示
郎
、

川
野
里
佳
、
川
野
瑠
美
、
吉
良

佳
都
葵
、
吉
良
紗
都
葵
、
吉
良

友
里
歌
、
久
保
田
穂
波
、
黒
田

晃
輝
、
高
橋
伶
奈
、
塚
本
真
季
、

戸
澤
愛
、
中
津
留
将
大
、
新
納

泰
代
、
藥
師
寺
浩
司
、
吉
田
智

恵
理
、

田
祐
也

●
中
町
　
小
野
智
代
美
、
小
野
李

奈
、
古
谷
香
奈
子

●
小
園
町
　
織
田
信
彦
、
中
津
留

駿
介
、
前
嶋
恵
　

●
岡
町
　
古
谷
秀
樹
、
丸
木
辰
吾

●
地
蔵
町
　
本
田
健

●
志
手
町
　
石
井
絵
里
加
、
中
田

紀
之

●
新
町
　
小
野
涼
貴
、
釘
宮
勇
剛

●
セ
メ
ン
ト
町
　
小
野
綾
香
、
新

田
麻
衣
、
古
谷
共
子
、
矢
野
沙

織
　

●
元
町
　
遠
藤
翔
太
、
椛
田
優
香
、

佐
藤
祐
輔
、
清
水
圭

●
井
無
田
町
　
大
野
華
奈
、
岡
森

景
子
、
北
山
祐
衣
、
新
納
瑞
紀
、

山

葵

●
港
町
　
大
村
香
織
、
末
光
智
博

●
入
船
西
町
　
大
塚
大
貴
、
加
茂

春
美
　

●
入
船
東
町
　
中
越
卓
耶
　

●
合
ノ
元
町
　

野
貴
弘
　

●
徳
浦
本
町
　
岩
本
哲
尚
、
江
藤

千
尋
、
吉
良
太
希
、
小
手
川
祥

平
、
崎
村
和
幸
、
和
田
一
樹

●
徳
浦
宮
町
　
小
野
ま
ど
か
、
戸

準
之
輔
、
森

香
菜
子

●
堅
浦
　
小
川
か
お
り
、
川
野
由

里
那
、
坂
越
茜
、
島
田
靖
子
、

田
中
明
弘
、
寺
岡
沙
樹
、
鳴
海

拓
也
、
藥
真
寺
英
勝
、
薬
真
寺

由
佳

●
浦
代
　
塩

恵
　

●
長
目
　
日
名
子
美
里
　

●
釜
戸
　
伊
東
将
志
、
亀
井
奈
美
、

鶴
原
枝
里

●
網
代
　
森
下
麻
美
　

●
日
見
　
下
川
沙
矢
加
、
松
岡
優

典
、
丸
山
光
典
、
山
本
翔
、
吉

岡
淳
　
　

●
江
ノ
浦
　
中
谷
昂
平
　

●
赤
崎
　
山
本
莉
可
　

●
荒
代
　
永
友
理
沙
　
　

●
鳩
浦
　
松
尾
太
　

●
久
保
泊
　
幸
愛

●
深
良
津
　
戸
田
英
順
、
幸
龍
吾

●
大
元
　
神
田
麻
惟
、
神
田
弥
奈

美
●
保
戸
島
　
有
馬
康
平
、
安
藤
一

也
、
清
水
達
紀
、

知
之
、

中
村
龍
太
、
野
村
麻
美
、
弘

和
也
、
廣
瀬
恵
梨
奈
、
廣
瀬
翔

津
久
見
市
成
人
式

津
久
見
市
成
人
式

平成21年
●
日
時　

平
成
 21
年
１
月
11
日︵
日
︶　

受
付　

９
時
30
分
〜

●　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
式　

10 
時
30
分
〜

●
場
所　

津
久
見
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
今
年
の
成
人
者
は
次
の
２
０
７
名︵
男
性
１
０
２
名
、女
性
１
０
５
名

●
平
成
20
年
12 
月
５
日
現
在
︶の
皆
さ
ん
で
す
。
※
敬
称
略
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人
権
ふ
れ
あ
い
シ
リ
ー
ズ
◯

と
も
に
生
き
る
喜
び
を
実
感
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現

平
成
20
年
度
人
権
標
語
優
秀
作
品

さ
し
の
べ
る 

手
の
温
も
り
に 

笑
顔
あ
り 

　
野 

ム
ツ
ヱ
さ
ん

31

新
成
人
の
皆
様
へ
！

お 
子 

様 

ラ 

ン 

チ

　

子
を
思
う
親
心
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と

す
る
青
年
の
思
い
や
り
。
と
て
も
い
い

話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
成
人
の
皆

様
へ
お
祝
い
に
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

思
い
や
り
の
こ
こ
ろ

︵
一
万
年
堂
出
版
「
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
」

木
村
耕
一
編
著
よ
り
︶

　

相
手
を
思
い
や
る
一
言
が
、
生
涯
、
忘

れ
ら
れ
な
い
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

あ
る
日
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
若
い
夫
婦
が
訪
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
﹁
お

子
様
ラ
ン
チ
﹂
を
注
文
し
ま
し
た
。

　

応
対
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
は
戸

惑
い
ま
し
た
。
こ
の
夫
婦
は
、
子
ど
も
を

連
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
お
断
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

﹁
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
、
大
人
の
方
に
は

⋯
⋯
﹂

と
言
お
う
と
し
ま
し
た
が
、
思
い
と
ど

ま
っ
て
、

﹁
失
礼
で
す
が
、
お
子
様
ラ
ン
チ
は
、
ど

な
た
が
食
べ
ら
れ
る
の
で
す
か
？
﹂

と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
奥
さ
ん
が
、
う
つ
む
い
た
ま

ま
話
し
始
め
た
の
で
す
。

﹁
死
ん
だ
子
ど
も
の
た
め
に
注
文
し
た
く

て
⋯
⋯
﹂

﹁
⋯
⋯
﹂

﹁
私
た
ち
夫
婦
に
は
、
な
か
な
か
子
ど
も

が
授
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ず
っ
と
願

い
続
け
、
や
っ
と
娘
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

体
が
弱
く
、
一
歳
の
誕
生
日
を
待
た
ず

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
日
は
、

そ
の
子
の
命
日
な
の
で
す
⋯
⋯
﹂

﹁
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
⋯
⋯
﹂

﹁
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
親
子
三

人
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
こ
う
と
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
う
と
う

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
周
忌
の

今
日
、
せ
め
て
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
生

き
て
い
る
娘
を
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ

連
れ
て
い
っ
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
の

で
す
。
本
当
に
娘
が
生
き
て
い
た
ら
、
こ

こ
で
一
緒
に
お
子
様
ラ
ン
チ
を
食
べ
た

ん
だ
な
、
と
思
う
と
、
つ
い
注
文
し
た
く

な
っ
て
⋯
⋯
﹂

　

ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
は
、
笑
顔
に
戻

っ
て
い
ま
し
た
。

﹁
お
子
様
ラ
ン
チ
の
ご
注
文
を
承
り
ま
し

た
。
ご
家
族
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
、
こ
ち
ら

へ
﹂

と
言
っ
て
、
こ
の
夫
婦
に
、
二
人
用
の
テ

ー
ブ
ル
か
ら
四
人
が
け
の
家
族
テ
ー
ブ

ル
へ
移
動
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
用
の

イ
ス
ま
で
持
っ
て
き
た
の
で
す
。

﹁
で
は
、
お
子
様
は
こ
ち
ら
に
﹂

　

ま
る
で
子
ど
も
が
生
き
て
い
る
か
の

よ
う
に
小
さ
な
イ
ス
へ
導
き
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
運
ば
れ
て
き
た
の
は
、
三

人
分
の
お
子
様
ラ
ン
チ
で
し
た
。

﹁
ご
家
族
で
、
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
﹂

　

ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
は
笑
顔
で
去
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
心
遣
い
に
感
動
し
た
夫
婦
は
、

﹁
お
子
様
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
、
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
る
で
、
娘
が

生
き
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
団
欒
を
味

わ
い
ま
し
た
⋯
⋯
﹂

と
、
帰
宅
し
て
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
書

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
生
み
の

親
・
堀
貞
一
郎
氏
が
、
各
地
の
講
演
で
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
口
コ
ミ
で
も

感
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
の
機
転
に
は
、

思
い
や
り
の
心
が
光
っ
て
い
ま
す
。
本

人
に
し
て
み
れ
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
、
ほ
ん
の
少
し
の
気
遣
い
を
、
家
庭
や

職
場
で
、
皆
が
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
ど

ん
な
に
人
間
味
の
あ
る
、
温
か
い
世
の

中
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

殺
伐
と
し
た
事
件
や
、
不
正
を
糾
弾

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
、
毎
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、﹁
思
い

や
り
﹂
の
心
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
と
は
、
相
手
の
立
場
に
立

つ
気
遣
い
で
あ
り
、
和
す
る
心
で
あ
り
、

利
他
の
精
神
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が

昔
か
ら
大
切
に
し
て
き
た
心
な
の
で
す
。
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●主催／（社）日本ウォーキング協会・大分県ウォーキング
協会・豊後水道絶景ウォーク実行委員会

●共催／津久見市・臼杵市・佐伯市・豊後水道ウォーキン
グ協会

●後援／津久見ライオンズクラブ・津久見ロータリークラ
ブ・臼杵ロータリークラブ・ＪＲ九州・大分合同新
聞社・津久見市観光協会・臼杵市観光情報協会・
佐伯市観光協会・津久見商工会議所・青年部・臼
杵地区法人会青年部・婦人部

●参加資格
健康な人で体調のよい人

※小学生以下は保護者の同伴が必要です。
※歩行に介助が必要な方は介助者の同伴が必要です。

●持 ち 物
飲み物、マイコップ、帽子、健康保険証（写）、参加受付証

●免責範囲
十分に体調を整えて参加してください。万一事故が発生
しても、傷害保険の範囲および応急処置以外の責任は
負いません。

●参 加 料

●弁当予約（21日・22日）
弁当希望の方は参加料と一緒に500円を添えて申し込み
ください。なお、21日四浦半島ステージ、10km千怒崎
コースの昼食は「マグロ丼」となります。

●申込方法
参加申込書(振込取扱票)にて郵便で申し込みください。
直接申し込む場合は豊後水道絶景ウォーク実行委員会
事務局(津久見市観光案内所内)で受け付けます。詳細
については、募集要項を用意していますので、大会事務
局にお問い合わせください。

●申込受付期間
１月５日（月）～２月16日(月)
※２月16日以降の振込はご遠慮ください。

●問い合わせ先
豊後水道絶景ウォーク実行委員会事務局
（津久見市観光案内所内）
〒879－2441　津久見市中央町1－30
☎・Ქ８２－３３８０
ＨＰアドレス ttp://www6.ocn.ne.jp/̃bungosud/
臼杵市に関する情報 臼杵市観光情報協会 ☎0972-64-7130
佐伯市に関する情報 佐伯市観光案内所　 ☎0972-23-2513

２月21日（土） 四浦半島ステージ
眩しい太陽、煌めく波しぶき、リアスの海岸大パノラマ！

～日本の歩きたい道500選認定コース～

四浦半島絶景コース 40ｋｍ 18：00出発
四浦半島周遊コース 28ｋｍ 19：00出発
四浦半島千怒崎コース 10ｋｍ 10：00出発

２月22日（日） 臼杵史跡ステージ

オプション　前日２月20日（金）

歴史の道、石仏「日本の歴史的風土100選」の臼杵を体感！

殿様街道コース　　　　　30km 18：30出発
国宝臼杵石仏コース　　　20ｋｍ 19：30出発
海辺コース（鯨のお墓があります）10ｋｍ 09：30出発

会場（スタート・ゴール）／津久見市民会館

会場（スタート・ゴール）／臼杵市諏訪山体育館

食事付き　名物 鯵すし・ごまだしうどん

佐伯・歴史の街散策、「歴史と文学・寿司のみち」

会場／佐伯市 佐伯文化会館前
10ｋｍコース　9:30スタート

募集人員200名　　参加料1,500円

※せっかくウォークは、事前の申込が必要です。

好評

大 人
中学・高校生
小学生以下

事 前 申 込
１,８００円
５００円
２００円

当 日 申 込
２,０００円
７００円
３００円
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T O P I C S

　11月30日、津久見地域技能士会が、
会員による恒例の修繕奉仕活動を行い
ました。今回は、青江小学校のプール
横のトイレや体育館の床などが修繕さ
れました。

　11月30日、四浦半島を守る会の主
催で、四浦半島清掃事業が行われまし
た。強風が吹く中、市内外から集まった
約70人の参加者が海岸や防波堤のご
みを拾いました。

　12月６日、中央町商店街で第６回
つくみ冬まつりが開催されました。会場
では約1200個のしっくい灯篭が夜を
彩り、マグロ鍋やつくみんバーガーな
どの屋台も賑わいを見せていました。

　12月11日、上青江畑地区の佐藤寛
次さんの畑で、朝倉さんしょうの植え付
けが行われました。津久見への農業移
住者第１号である佐藤さんは、畑地区
の住民８人と共同で苗を調達。約30ア
ールの畑に４７５本の苗を植えました。

　11月28日、市役所で斗山ベアーズ
の金団長と吉本市長が春季キャンプの
調印を行いました。ベアーズが津久見
市でキャンプを行うのは今回で16回目。
２月12日から３月４日まで、津久見市
民球場でシーズンに備えて活動します。

　12月７日、総合運動公園で津久見
市子ども会駅伝大会が開催され、男
子は17チーム、女子は11チームが
健脚を披露。男子は彦ノ内Ａ、女子は
千怒Ａが優勝しました。

海岸のごみを減らしましょう
四浦半島釣り場清掃

今年も津久見でキャンプを！
斗山ベアーズキャンプ調印式

施設をボランティアで修繕
津久見技能士会奉仕活動

畑地区をさんしょうの里に
佐藤 寛次さん

津久見の冬の新たな伝統へ
第６回つくみ冬まつり

　11月30日、第15回しらうめまつりが
白梅荘で開催されました。会場は軽食
の屋台やバザーで賑わい、演芸の部で
は、三津会や樫の実少年少女合唱団が
来荘し、入所者との交流を深めました。

たくさんのご来場ありがとうございました
第28回 歳末たすけあいチャリティーショー

賑わいの中に生まれる交流
第１５回しらうめまつり

寒風の中で繋がるタスキ
津久見市子ども会駅伝大会

　11月29日、第28回歳末たすけあいチャリティーショーが市民会館で開催され
ました。歌や舞踊、寸劇などに加えて子どもたちのダンスやバトントワリングなどが
披露され、満員の会場から大きな拍手が上がっていました。
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1 岩屋福地区（旧ゲートボール場跡地）１区画
●所 在 地　大字津久見浦字鯛網代3777番9
●用途地域　準工業地域
●地　　目　雑種地
●面　　積　2,688㎡ (約814坪）
●単　　価　37,000円／㎡
　※1坪当たりの価格は約122,100円です。
●販売価格　99,456,000円

●所 在 地　大字千怒字旭
●用途地域　第一種中高層住居専用地域
●地　　目　宅地
●単　　価　33,000円/㎡（34,500円/㎡）
　※1坪当たりの価格は、約109,000円と
　　約114,000円です。

問い合わせ先／総務課 行政・財務班  ☎８２ー４１１５

●申込方法
・市役所総務課（２階）に備え付けの申込書に必
要事項を記入の上、申し込みください。

●申込期限
随時受付を行っており、申込から１週間以内に同
じ区画への申請がなければそのまま契約の締結
となります。（❷❸のみ）

●申込条件
・❶については、用途地域による用途制限があるため、
プロポーザル方式により決定します。
・１世帯（事業所）１区画とする。（❸のみ）
・おおむね５年以内に住宅を建築すること。（❷❸のみ）
・譲渡・転売は禁止（取得後10年間）
・代金は、本契約締結後に一括で納入のこと
・事業所については、本社を市内に有し、住居用の建
売住宅等を建築すること。（❷❸のみ）

3 千怒旭地区住宅用地（残り３区画）
分譲価格分譲面積区画

7,920,000円
7,920,000円
8,176,000円

11 
12 
14

240㎡（約72坪）
240㎡（約72坪）
237㎡（約71坪）

◯済 ◯済
◯済 ◯済

◯済◯済◯済◯済
◯済 ◯済

◯済
1112 14

※今回の５区画が、千怒湾埋立住宅用地の最終の分譲地となります。海の香が漂い、津久見市総合運動公園が近くにある分譲地です。

販売地

2 岩屋福地区住宅用地（１区画）
●所 在 地　大字津久見浦字福3825番102
●用途地域　近隣商業地域
●地　　目　雑種地
●面　　積　141㎡ (約42坪）
●単　　価　48,000円/㎡
　※1坪当たりの価格は約158,600円です。
●販売価格　6,768,000円

販売地



11 市報つくみ　2009年１月号

第一中 津久見高校

津久見小学校

津久見高校
第２グラウンド

分譲地

申込・問い合わせ先　津久見市土地開発公社（市役所３階）☎８２－４１１１（内線３５５・３５２）

●ＯＡＢ大分朝日放送や他局の視聴が可能にな
りました。
●合併浄化槽設置の助成
　（例：５人槽で３５４，０００円）
●近隣農地を借りて農業（みかん・野菜・花等）
をすることができます。

●申込条件・申込方法は、問い合わせください。
　随時受付中
※津久見市のホームページで各区画の写真など、詳細
をご覧いただけます。
http://www.city.tsukumi.oita.jp/hp/kousya/
nakada2/nakada2/nakada.htm

●分譲地位置図

●価格表

1 

4 

5 

8

9 

10 

11 

12 

13 

14 

16 

25 

26 

28

区画
番号

303.14

234.62

236.56

209.92

212.51

232.43

234.04

233.74

240.01

240.01

246.64

237.73

222.14

241.01

91.70

70.97

71.56

63.50

64.28

70.31

70.79

70.70

72.60

72.60

74.61

71.91

67.20

72.91

㎡ 坪

10,155,190

 8,188,238

 7,215,080

 6,402,560

 7,182,838

 7,856,134

 8,308,420

 8,157,526

 8,112,338

 8,112,338

  7,399,200

 8,035,274

 7,885,970

 7,350,805

販売価格
円

面 積
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母
子
保
健
事
業

保 健
だより
保 健
だより
保 健
だより
No.149

▼
日
時　

１
月
26
日

（月）10 
時
〜
12 
時

▼
場
所　

津
久
見
市
保
健
室

▼
内
容　

不
定
愁
訴
解
消
の
た
め

の
体
操
、
妊
娠
、
分
娩
、
育
児
に

関
す
る
情
報
提
供
な
ど

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日

（火）

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

健
康
班

☎
82-

９
５
２
３

　

近
年
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

の
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
一
年
を
通

し
て
発
生
し
、
特
に
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
流
行
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
食
品
を
介
す

る
食
中
毒
を
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、

感
染
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
を
介
し

た
二
次
感
染
に
も
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
食
中
毒
と
感
染
症
の
両
方

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

感
染
力
が
強
く
、
少
量
︵
50
〜
１

０
０
個
︶
で
も
発
症
す
る
の
が
特

徴
で
、
乾
燥
に
強
く
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
や
逆
性
石
鹸
で
は
あ
ま
り

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

嘔
吐
、
下
痢
、
発
熱
、
風
邪
様
症

状
な
ど
の
症
状
を
起
こ
し
、
特
に

こ
ど
も
や
お
年
寄
り
は
注
意
が
必

要
で
す
。

予
防
の
た
め
に

●
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う

●
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部

ま
で
し
っ
か
り
と
加
熱
し
ま
し

ょ
う

●
調
理
器
具
や
調
理
台
は
い
つ
も

清
潔
に

●
嘔
吐
物
・
糞
便
の
処
理
は
、
感
染

症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
、
ゴ
ム

手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

●
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
食
品
を

扱
う
作
業
は
避
け
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

健
康
班

☎
82-

９
５
２
３

　

健
診
結
果
の
見
方
や
生
活
習
慣

病
予
防
に
つ
い
て
、
保
健
師
や
栄

養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
の
あ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
28
日

（水）

　

受
付
時
間　

10 
時
〜
11
時

▼
場
所　

市
保
健
室

※
健
診
結
果
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

健
康
班

☎
82-

９
５
２
３

４
ヵ
月
児
健
診

１
月
15 
日

（木）　

市
民
会
館

受
付　

13 
時
15 
分
〜
13 
時
30
分

対
象　

平
成
20
年
８
月
生
ま
れ

10 
ヵ
月
児
健
診

１
月
15 
日

（木）　

市
民
会
館

受
付　

13 
時
45
分
〜
14 
時

対
象　

平
成
20
年
３
月
生
ま
れ

３
歳
６
ヵ
月
児
健
診

１
月
22
日

（木）　

市
民
会
館

受
付　

13 
時
15 
分
〜
13 
時
30
分

対
象　

平
成
17 
年
６
月
・
７
月

生
ま
れ

◎
尿
検
査
を
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
案
内
時
に
同
封
し
た
問
診
票
を

記
入
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

健
康
班

☎
82

‐
９
５
２
３

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
！

プ
レ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー

（
妊
婦
教
室
）

健
康
診
査
結
果
相
談
日

・咳やクシャミをするときは、
　ハンカチやティッシュで口と鼻を被いましょう。

・使用したティッシュはゴミ箱に捨てましょう。

・呼吸器症状のある方はマスクをしましょう。

・咳やクシャミをした後は、手を洗いましょう。

大分県 ・ 社団法人 大分県医師会 ・ NPO法人 感染制御大分ネットワーク



夜間のこどもの咳 フローチャート

気道異物

百 日 咳

急性細気管支炎

急性上気道炎 翌日受診

あり

あり

なし

なし

あり

なし

急いで受診

気管支喘息
幼児以降のゼイゼイ、
朝方の咳
アレルギー体質、家系

風邪で様子みていたら
発熱、咳がひどい

発熱、鼻汁を伴う
元気よい

乳児、
ゼイゼイ、多呼吸

夜間に連続し止まらない咳
（コンコンコン､ヒュー）

犬のような咳
喉の痛み、しわがれ声

食事中の突然の咳
呼吸困難

肺炎
急性気管支炎

クループ症候群
急性喉頭蓋炎

呼吸困難
声がでない

呼吸困難
無 呼 吸
哺乳不良

呼吸困難
活気不良
脱　　水

受診を前提として、
かかりつけ医、
当番医、
こども救急電話相談
（０９７-５０３-８８２２ 
または #8000）に
電話で問い合わせ、
指示に従う

症　状 疑われる病気 受診の目安

咳
が
出
る
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今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

今
月
の
テ
ー
マ
は﹁
子
ど
も
の
咳
﹂

で
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
朝
や
夕

方
に
咳
が
で
る
と
い
う
子
ど
も
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は

気
温
の
変
化
、
ほ
こ
り
や
気
道
の
分

泌
物
を
排
泄
す
る
た
め
に
起
こ
る

生
理
的
な
咳
で
あ
り
、
熱
が
な
く
元

気
が
良
け
れ
ば
治
療
は
必
ず
し
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

咳
が
で
る
代
表
的
な
病
気
と
い

え
ば
﹁
風
邪
﹂
で
あ
り
、
と
き
に
熱
や

鼻
水
を
伴
い
ま
す
が
、
長
く
て
も
２

週
間
程
度
で
自
然
治
癒
し
ま
す
。

咳
が
３
週
間
以
上
続
い
た
り
反
復

し
た
り
す
る
と
き
は
、
気
管
支
喘
息

な
ど
他
の
病
気
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
邪
と
思
っ
て

い
て
も
、
高
熱
が
続
い
た
り
一
度
下

が
っ
た
熱
が
ま
た
出
た
り
す
る
と

き
は
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
呼
吸
が
苦
し

く
眠
れ
な
い
、
顔
色
が
悪
い
、
元
気

が
な
い
と
き
は
必
ず
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
咳
が
あ
っ
て
も
夜
眠
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
翌
朝
の
受
診

で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
喘
息
児

の
咳
は
朝
方
ま
で
悪
く
な
り
続
け

ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診
も
し
く
は

自
宅
で
の
発
作
止
め
の
治
療
︵
吸
入

な
ど
︶を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
つ
う
の
咳
は
無
理
に
止
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
激
し
い
咳

が
続
く
と
、
夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
、

咳
で
吐
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
咳
が
ひ
ど
い
と
き
に
は
、
安

静
に
さ
せ
水
分
を
少
し
ず
つ
こ
ま

め
に
与
え
ま
し
ょ
う
。
咳
き
込
ん

だ
と
き
は
上
体
を
少
し
高
く
し
て

寝
か
せ
て
あ
げ
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。

部
屋
を
温
か
く
し
て
空
気
の
乾
燥

を
避
け
る
こ
と
で
、
痰
が
切
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
は
咳

の
増
悪
因
子
と
な
る
た
め
、
咳
を
し

て
い
る
子
ど
も
の
傍
で
喫
煙
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
は

病
原
体
の
侵
入
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、

喉
の
乾
燥
を
防
ぎ
感
染
を
起
こ
り

に
く
く
す
る
効
果
も
あ
り
、
う
が
い

や
手
洗
い
も
予
防
行
動
と
し
て
有

効
で
す
。
お
薬
に
頼
り
た
く
な
る

気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、
咳
止
め

薬
は
病
原
体
の
排
出
を
遅
ら
せ
、
鼻

水
止
め
︵
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
︶
は
痰

が
粘
稠
に
な
る
こ
と
か
ら
、
頼
り
す

ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

おおいた地域医療支援システム構築事業
津久見市の小児医療・小児保健の向上を目指して

こどもの病気対策法⑥
津久見中央病院　小児科部長　宮 原 弘 明

子どもの咳編

ね
ん
ち
ょ
う
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▼
内
容　

心
の
相
談
、
精
神
保
健
・

福
祉
・
医
療
・
社
会
復
帰
に
関
す

る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
ひ
き
こ

も
り
、
な
ど

▼
相
談
日
・
相
談
担
当
者

保
健
師
に
よ
る
相
談
日

︵
保
健
福
祉
相
談
︶

　
　
　
　
　

１
月
８
日

（木）

専
門
医
に
よ
る
相
談
日

　
　
　
　
　

１
月
22
日

（木）

▼
時
間　

13 
時
30
分
〜
14 
時
30
分

▼
相
談
場
所　

中
部
保
健
所

※
予
約
制　

面
接
相
談

▼
問
い
合
わ
せ
先　

中
部
保
健
所

︵
臼
杵
市
︶
☎
62-

９
１
７
１

「
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」 

▼
日
時　

１
月
14 
日

（水）

10 
時
〜
12 
時
30
分

▼
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
︵
千
怒
広
浦
︶

▼
内
容

①
健
康
教
室﹁
演
歌
ビ
ク
ス
の
魅
力
﹂

講
師

　

運
動
療
法
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

工
藤　

宏
一
氏

②
障
が
い
に
つ
い
て
の
講
演
会

〜
い
つ
ま
で
も

元
気
に
若
々
し
く
〜

講
師

　

保
健
師　
　

飯
沼
恵
美
子
氏

　

栄
養
士　
　

和
田　

徳
子
氏

「
粘
土
の
魅
力
と

世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
作
り
」

▼
日
時　

１
月
20
日

（火）10 
時
〜
12 
時

▼
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
︵
千
怒
広
浦
︶

▼
内
容 

　

陶
芸
教
室
︵
粘
土
を
使

っ
て
自
由
に
作
品
を
つ
く
り
ま
す
︶

　

陶
芸
講
師　
　

宇
佐
美
裕
之
氏

﹁
お
皿
や
湯
飲
み
な
ど
自
由
に
作

品
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
﹂

※
参
加
費
は
無
料
で
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
陶
芸
教
室
は
材
料
費
と
し
て
実

費
負
担
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
事
前
に
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

☎
82-

０
３
５
３

「
陶
芸
」「
茶
道
」

▼
日
時　

１
月
18 
日

（日）10 
時
〜
12 
時

▼
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
み
︵
千
怒
広
浦
︶

「
フ
ッ
ト
サ
ル
」

▼
日
時　

１
月
18 
日

（日）10 
時
〜
12 
時

▼
場
所　

津
久
見
市
民
体
育
館

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が

事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

※
定
員
や
自
己
負
担
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所　

☎
82-

９
５
１
９

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金

ご協力ありがとうございました
　10月１日から実施いたしました赤い羽根共同募金および
歳末たすけあい募金には、市民の皆さまからのご協力をい
ただき誠にありがとうございました。皆さまからお寄せい
ただきました募金は、次のように歳末見舞品として配分いた
しました。

◎配分先　①65歳以上寝たきり高齢者
②身体障害者手帳１級所持者・療育手帳Ａ所持者
③80歳以上ひとり暮らし高齢者

◎品　名　①②の世帯には商品券
③の方には弁当を配布

※なお、募金額ならびに配分金の詳細は、社会福祉協議会広
報紙「たちばな（２月号）」にてお知らせいたします。

　12月12日に実施しました街頭募金にてお配りしたチラ
シの記載に間違いがありましたので、訂正してお詫び申し
上げます。

（誤）65歳以上の高齢の方→（正）65歳以上寝たきりの高齢の方

●問い合わせ先　社会福祉協議会　☎８２－５０００

福
祉
情
報

津
久
見 

ふ
れ
愛
教
室

う
ば
め
園
交
流
事
業

心

の

健

康

相

談
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No.68No.68

みんな集まれ！「じゃん・けん・ぽん」◎問い合わせ先／子育て支援班 ☎８２-９５１９

◎親子で体を動かそう！
●日時　１月21日（水）　10時～11時30分
●場所　市役所大会議室
●内容　親子体操
　　　　講師　政岡靖子先生

親子で簡単に楽しく
できる体操を覚えよう！

●対象　0歳～5歳までの親子

◎食育　「スマイルモーニングメニュー」
●日時　１月28日（水）　10時～13時
●場所　市公民館（調理室）
●内容　ジャコゴマおにぎり・和風スープ・

ツナマヨエッグをつくります。
●対象　0歳～5歳までの親子 ※託児あり
●人数　20組　※定員になり次第締切
●持 ち 物　エプロン・三角巾
●申込期限　平成21年１月21日（水）

１月の児童館活動 ◎問い合わせ先／なのはな児童館 ☎８２-７２８７
◎やまびこクラブ（たんぽぽ）
●１月15日（木）もちつきをしよう！
●１月29日（木）お正月遊びとだんご汁をつくろう。
※10時～12時　
※１回の利用料300円（教材費含む）

◎やまびこクラブ
●１月10日（土）子どもお花教室
※10時30分～11時30分　
※利用料500円（花器・花代込み）

◎いもっこクラブ
金曜日の10時30分～13時30分
※毎月2～3回実施
※詳しくは、なのはな児童館までお問い
合わせください

よいこのへや つくみ
１月の行事予定

「お話の本、作って遊ぼう！」　
～読み聴かせボランティア 江口八重子さん～

●１月19日（月）10時30分～11時30分
●１月26日（月）10時30分～11時30分

●ご利用・託児のお問い合わせ
　シルバー人材センター

☎８２－３８０５０００００
　よいこのへや（つくみ）

☎０８０－５２７２－４１４５
（月、水、金のみ）

◎一緒に考えよう
☆年上、年下の友達と遊ぶことはとても大切なことです

　年末年始になると同じぐらいの年齢の親戚の子ど
もたちが集まる機会がふえてきますね。
　幼児の時期から自分と似たような年代の子どもと
遊ぶ機会を持つことはとても大切です。ものの取り
合いのようなけんかは言葉のでない時期でもよく見
られますが、こうしたやりとりの中で、子どもは「ほか
の人」を知り、｢社会性｣を学んでいきます。
　また、集団に入るようになり、年少の子はルールを守
ることや我慢することの大切さなどを身につけ、年長
の子は、思いやりの心や集団をリードしたり役割を果た
したりする責任を養っていきます。大人は身近な地域
の活動などにも子どもたちを積極的に参加させましょう。

★ 福祉事務所 子育て支援班 ★

●子育て支援専用相談電話　☎８２－９６３３
●子育て支援のホームページ　http://www.city.tsukumi.oita.jp/ 「子育てパーク」をクリックしてください。

　あけましておめでとうございます。年末年始はご家族で楽しく過ごされたことと思います。今年もお
母さんと子どもさんの笑顔を励みに、子育て支援をしていきたいと思います！よろしくお願いします。
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津久見市福祉事務所
☎８２－９５１９

シリーズ6

　

｢

津
久
見
市
地
域
防
災
計
画｣ 

に
基

づ
き
、
地
域
に
お
い
て
相
互
に
助
け

合
え
る
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
推
進
し
、
地
域
の
防
災
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

【
地
域
住
民
】

▼
日
頃
の
近
所
付
き
合
い
の
中
か
ら
、

災
害
時
に
協
力
し
合
い
、
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
防
災
体
制
を
整

え
ま
す
。

▼
防
災
訓
練
を
通
じ
、避
難
場
所
、避

難
経
路
な
ど
の
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、災
害
時
要
援
護
者
に
配
慮
し

た
防
災
体
制
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

▼
﹁
災
害
時
要
援
護
者
福
祉
マ
ッ
プ
﹂

を
活
用
し
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
存
在
を

認
識
し
、
災
害
時
に
は
家
族
や
隣

近
所
で
の
情
報
伝
達
、
救
助
な
ど

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
個
別
計
画
の
策
定
に
積
極
的

に
協
力
し
ま
す
。

【
福
祉
事
業
者
等
】

▼
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
、
災
害

時
の
安
全
確
保
策
が
十
分
に
行
わ

れ
る
よ
う
、家
族
・
介
護
者
等
と
情

報
を
共
有
し
、
連
携
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

▼
事
業
所
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
を

活
か
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
に
配
慮
し
た
福
祉
避
難
所
と
し

て
、
そ
の
機
能
が
果
た
せ
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

▼
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

防
災
意
識
の
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
市
（
行
政
）】

▼
災
害
発
生
に
備
え
、
複
数
の
情
報

伝
達
手
段
を
整
備
し
、
確
実
に
市

民
に
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

▼
災
害
時
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ

う
、災
害
時
要
援
護
者
や
そ
の
家
族
、

介
護
従
事
者
、
民
生
委
員
等
に
対

し
て
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の

確
認
、さ
ら
に
、非
常
持
出
品
の
備

え
や
避
難
時
の
心
構
え
な
ど
防
災

知
識
の
普
及
・
啓
発
等
を
行
い
ま
す
。

▼
避
難
所
用
緊
急
物
資
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

▼
﹁
災
害
時
要
援
護
者
福
祉
マ
ッ
プ
﹂

の
更
新
・
修
正
等
を
随
時
行
い
、地

域
の
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を

絶
え
ず
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
一
般
の
避
難
所
で
共
同
生
活
が
困

難
な
要
援
護
者
が
安
心
し
て
避
難

生
活
が
で
き
る
よ
う
福
祉
避
難
所

の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い

う
意
識
を
高
め
、
日
頃
か
ら
の
付
き

合
い
と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、
地

域
の
防
犯
力
を
高
め
ま
す
。

【
地
域
住
民
】

▼
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

と
す
る
た
め
、防
犯
の
た
め
の
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
、積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

▼
防
犯
に
つ
な
が
る
情
報
を
警
察
署

や
防
犯
協
会
各
支
部
な
ど
関
係
機

関
か
ら
収
集
し
、
地
域
で
情
報
の

共
有
を
図
り
ま
す
。

▼
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
を
充
実
さ

せ
、
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で

守
り
ま
す
。

▼
登
下
校
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
買

い
物
や
犬
の
散
歩
な
ど
を
行
い
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら

守
り
ま
す
。

【
福
祉
事
業
者
等
】

▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
を
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
、
幅
広
い
情
報
を

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標
④

取
り
組
み
④

緊
急
時
・
災
害
時
の

助
け
合
い
の
し
く
み
づ
く
り ◯C tsukumi city

取
り
組
み
②

地
域
ぐ
る
み
で

見
守
り
・
防
犯
活
動

◯C tsukumi city
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収
集
し
、
適
切
な
防
犯
情
報
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

▼
地
域
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
防

犯
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

▼
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
活

用
し
、
各
地
区
に
お
い
て
悪
徳
商

法
等
に
よ
る
消
費
生
活
問
題
の
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
な
ど
、
防
犯
活

動
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

▼
﹁
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
﹂等

を
通
じ
、
防
犯
情
報
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

【
市（
行
政
）】

▼
街
路
灯
な
ど
の
充
実
に
努
め
、
地

域
の
安
全
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

▼
警
察
署
と
連
携
し
、
防
犯
情
報
の

共
有
を
図
り
ま
す
。

▼
発
生
箇
所
や
内
容
な
ど
、
具
体
的

な
犯
罪
発
生
情
報
の
提
供
に
努
め
、

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

▼
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
や
、
被
害
の
予
防
意
識
の
啓
発

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座

等
に
お
い
て
知
識
の
普
及
・
啓
発

に
努
め
ま
す
。

　

県
や
医
師
会
と
も
連
携
し
、
医
療

機
関
の
充
実
と
へ
き
地
医
療
の
推

進
体
制
の
整
備
及
び
救
急
医
療
体

制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
ま
す
。

【
地
域
住
民
】

▼
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
日
常
の

体
調
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
家
庭
に
お
け
る
看
護
方
法
や
正
し

い
応
急
処
置
法
を
身
に
付
け
ま
す
。

【
福
祉
事
業
者
等
】

▼
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の
家
族

に
対
し
、
専
門
的
見
地
か
ら
日
常

の
看
護
方
法
や
緊
急
時
の
応
急

処
置
法
に
つ
い
て
指
導
・
啓
発
を

行
い
ま
す
。

【
市（
行
政
）】

▼
県
や
医
師
会
及
び
市
内
外
の
医

療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
医
療

施
設
設
備
の
共
同
利
用
を
進
め
、

不
足
を
補
い
合
う
よ
う
な
広
域

的
医
療
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

▼
市
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、

地
域
医
療
や
検
診
事
業
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。

▼
出
前
講
座
や
講
習
会
を
開
催
し
、

家
庭
に
お
け
る
看
護
方
法
や
応

急
処
置
法
の
指
導
・
啓
発
に
努
め

ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

【
地
域
住
民
】

▼
地
域
に
お
け
る
バ
リ
ア
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
そ
の
改
善
方
策
を
検

討
し
ま
す
。

▼
杖
や
車
い
す
を
利
用
す
る
人
に

と
っ
て
移
動
の
大
き
な
妨
げ
に

な
る
違
法
な
駐
車
や
駐
輪
は
絶

対
に
し
ま
せ
ん
。

【
福
祉
事
業
者
等
】

▼
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な
ど
の
居
宅

内
外
で
の
暮
ら
し
が
よ
り
安
全
・

快
適
に
な
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
危

険
箇
所
や
バ
リ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
助
言

を
行
い
ま
す
。

▼
居
宅
改
修
な
ど
に
際
し
、
利
用
者

の
現
在
の
状
態
を
把
握
し
、
専
門

的
な
見
地
か
ら
生
活
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

▼
広
報
誌
﹁
た
ち
ば
な
﹂
や
各
種
講

座
・
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
必
要
性
・
重
要
性
を

啓
発
し
ま
す
。

【
市（
行
政
）】

▼
市
役
所
内
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
意
思
統
一
を

行
い
ま
す
。

▼｢

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
﹂
に
基
づ
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▼
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
よ
り

有
効
性
の
高
い
支
援
方
策
が
な

い
か
検
討
し
、
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

▼
事
業
者
等
に
対
し
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

取
り
組
み
③

医
療
機
関
の
充
実
及
び

へ
き
地
医
療
の
推
進
体
制
の
整
備
等

◯C tsukumi city

取
り
組
み
④

バ
リ
ア
フ
リ
ー･

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り ◯C tsukumi city
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大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校

（
単
位
制
）生
徒
募
集

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

公
民
館
教
室
講
師
募
集

高
校
生
の
部 

市
奨
学
生
募
集

パ
ソ
コ
ン
教
室
生
徒
募
集

魚
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

１
月
の
納
税

●
国
民
健
康
保
険
税
⑨

●
固
定
資
産
税
④

お
知
ら
せ

募
　
集

☆悼む人…………………………天童　荒太

☆武士の尾………………………森村　誠一

☆彼女について…………よしもと　ばなな

市民図書館の電話番号は☎８５-００８０です
このほかにも週一回のペースで本を購入しています。

いた　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てん　どう　　　あら　た

ぶ　　し　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もり　むら　　　せい　いち

かの　じょ

年末年始図書館休館日の《　お知らせとお願い　》
　平成20年12月28日（日）～平成21年１月５
日（月）まで休館となります。お間違いのないよ
うにお願いいたします。休館中の返却は、玄関
横の「ブックポスト」にお願いいたします。

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

︻
一
般
世
帯
︼

◎
県
営
た
ち
ば
な
ア
パ
ー
ト
︵
５

階
１
戸
︶

中
田
町
２
番
22
号

︵
昭
和
54
年
度
建
設
、
５
階
建
、

３
Ｋ
、
56
・
20
㎡
、
家
賃
１
５
、

３
０
０
〜
２
８
、
１
０
０
円
︶

※
単
身
入
居
不
可

▼
入
居
者
の
資
格

①
入
居
し
よ
う
と
す
る
者
の
収

入
の
合
計
が
入
居
基
準
額
を
超

え
な
い
こ
と
。
②
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
。

③
市
県
民
税
等
の
滞
納
が
な
い

者
で
あ
る
こ
と
。

▼
申
込
方
法

市
民
生
活
課
の
窓
口
で
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

所
得
証
明
書
等
、
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１
月
26
日

（月）　

午
後
５
時

▼
入
居
者
の
決
定

申
込
内
容
を
審
査
の
上
、
適
格

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
建
設
課

☎
82-

９
５
１
５

　

公
民
館
教
室
で
は
、
公
平
性
の

確
保
の
た
め
、
２
年
ご
と
に
講
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
教
室
名

着
付
け
教
室
︵
昼
夜
の
部
︶

▼
指
導
期
間　

平
成
21
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
の
２
年
間

▼
開
催
予
定
日
時

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

10 
時
〜
12 
時
、
19 
時
〜
21
時

▼
受
付
期
間

１
月
14 
日

（水）
〜
23
日

（金）

※
土
・
日
曜
は
除
く

※
応
募
者
が
重
複
し
た
場
合
は

別
途
協
議
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
久
見
市
公
民
館

☎
82-

２
４
６
９

▼
応
募
資
格　

平
成
21
年
度
に

高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

▼
申
込
期
限　

３
月
２
日

（月）

▼
贈
与
金
額　

毎
月
４
０
０
０
円

︵
高
等
専
門
学
校
生
は
１
年
生

〜
３
年
生
︶

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
管
理
課

☎
82-

９
５
２
５

ま
た
は
各
中
学
校
ま
で

　

職
場
で
働
き
な
が
ら
、
家
庭
に

い
な
が
ら
、
ま
た
、
県
下
の
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
通
信
制
高
校
で
す
。

▼
学
科

・
普
通
科
、
衛
生
看
護
科
︵
佐

伯
市
医
師
会
立
佐
伯
准
看
護

学
院
に
入
学
し
た
者
︶、

・
被
服
科
︵
日
田
市
香
蘭
高
等

専
修
学
校
に
入
学
し
た
者
︶

※
科
目
受
講
制
度
⋯
卒
業
を
目
的

と
せ
ず
一
部
の
科
目
を
一
年
間

履
修
す
る
。

▼
出
願
期
間　

３
月
11
日

（水）
〜

24
日

（火） 

正
午
ま
で

※
転
・
編
入
希
望
者
は
、
受
付

期
間
が
異
な
り
ま
す
。

▼
選
考　

提
出
書
類
で
行
い
、
学

力
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
学
校
案
内
・
願
書
の
請
求

郵
便
切
手
２
０
０
円
を
同
封
し

て
左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
８
７
０-

８
５
０
５　

大
分

市
上
野
丘
２-

10 -

２

大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校

☎
０
９
７-

５
４
３-

９
３
３
３

　

今
回
募
集
す
る
の
は
、︿
エ
ク
セ

ル
初
級
・
エ
ク
セ
ル
応
用
﹀
で
す
。

▼
日
時　

２
月
17 
日

（火）
〜
19 
日

（木）
、

３
月
10 
日

（火）
〜
12 
日

（木）
の
６
日
間

※
時
間
は
全
て
18 
時
30
分
〜
21
時

30
分

▼
場
所　

市
公
民
館

▼
受
講
条
件　

①
津
久
見
市
在
住

の
方 

②
期
間
を
通
し
て
出
席

で
き
る
方

▼
受
講
料　

無
料
︵
た
だ
し
、
資

料
代
５
０
０
円
程
度
を
い
た
だ

き
ま
す
︶

▼
募
集
人
員　

10 
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
間

１
月
６
日

（火）
〜
14 
日

（水）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
久
見
市
公
民
館

☎
82-

２
４
６
９

　

ヒ
ラ
メ
お
よ
び
マ
グ
ロ
を
使
っ

た
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
４
日

（水）

10 
時
〜
12 
時
30
分

▼
場
所　

市
公
民
館

▼
講
師　

大
分
県
漁
業
協
同
組
合

専
任
講
師　

高
橋
知
子
先
生

▼
受
講
料　

５
０
０
円

▼
募
集
人
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

１
月
５
日

（月）
〜
23
日

（金）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
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▼
主
催　

大
分
県
漁
業
協
同
組
合

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
久
見
市
公
民
館

☎
82-

２
４
６
９

毎
月
第
２
月
曜
日

　

︵
社
︶
大
分
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
臼
津
支
部
で
は
、
宅
地
建
物

の
取
引
や
借
家
に
関
す
る
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
13 
日

（火）10 
時
〜
12 
時

▼
場
所　

よ
ら
ん
せ
︵
津
久
見
駅

前
通
り
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先　
︵
社
︶大
分
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
臼
津
支
部

☎
62-

５
６
７
６

毎
月
第
３
水
曜
日

▼
日
時　

１
月
21
日

（水）13 
時
〜
16 
時

▼
場
所　

大
分
県
行
政
書
士
会

大
分
市
城
崎
町
１-

２-

３
大

分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

▼
相
談
内
容　

遺
言
・
遺
産
相
続
・

成
年
後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
・

建
設
業
許
可
申
請
・
交
通
事
故

自
賠
責
保
険
金
請
求
・
内
容
証

明
・
法
人
設
立
・
車
の
登
録
・

各
種
許
認
可
申
請
・
そ
の
他

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７-

５
３
７-

７
０
８
９

　

振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
に

よ
り
被
害
に
あ
う
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

悪
質
業
者
は
い
ろ
い
ろ
と
新
し
い

手
口
で
、高
齢
者
や
若
者
を
狙
っ
て

き
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

毎
週
金
曜
日14 

時
〜
17 
時

▼
場
所　

市
役
所
会
議
棟
会
議
室

︵
地
域
職
業
相
談
室
横
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
商
工
課
商
工
・
観
光
班

☎
82-

９
５
２
１

毎
月
第
３
水
曜
日

　

役
所
や
公
社
な
ど
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
・
意
見
・
要
望
等
を
行

政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
日
時　

１
月
21
日

（水）10 
時
〜
12 
時

▼
場
所　

市
役
所
会
議
棟
会
議
室

︵
地
域
職
業
相
談
室
横
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先　

行
政
相
談
委
員　

伊
東
正
一

☎
82-

４
４
６
８

　

点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
が

い
者
が
利
用
す
る
点
字
図
書
・
録

音
図
書
の
製
作
な
ど
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

点
訳
講
習
会

▼
日
程　

平
成
21
年
４
月
〜
平
成

22
年
３
月
の
１
年
間︵
延
40
回
程

度
︶、毎
週
金
曜
日　

10 
時
〜
12 
時

▼
受
講
定
員　

15 
名
程
度

音
訳
講
習
会

▼
日
程　

平
成
21
年
４
月
〜
平
成

22
年
３
月
の
１
年
間︵
延
40
回
程

度
︶、毎
週
火
曜
日　

10 
時
〜
12 
時

▼
受
講
定
員　

20
名
程
度

▼
応
募
条
件

①
原
則
と
し
て
、
講
習
会
を
毎

回
受
講
で
き
る
こ
と

②
講
習
会
終
了
後
は
継
続
し
て

点
字
図
書
館
に
お
け
る
点
字

図
書
、
録
音
図
書
の
製
作
に

協
力
で
き
る
方

▼
場
所

大
分
県
点
字
図
書
館
研
修
室

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
講

習
会
名
︵
点
訳
ま
た
は
音
訳
の

い
ず
れ
か
︶
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

不
動
産
の
も
め
事
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

大
分
県
行
政
書
士
会

無
料
相
談
会

定
期
行
政
相
談

点
訳
・
音
訳
講
習
会

消
費
生
活
相
談

相
　
談

講
　
習

所得税･贈与税の確定申告書の記載説明会
　年金受給者（公的年金や生命保険契約などに基づく年金の受給のある方）および贈与税、譲渡所得（土地、
建物、株式等の売買等）の申告が必要な方につきまして､次のとおり確定申告書等の記載説明会を実施しま
すので､ご利用ください｡なお､当日申告書の提出もできます｡

●説明会月日／① 年金受給者　２月４日（水）・２月５日（木）・２月６日（金）
② 譲 渡 所 得　２月６日（金）
③ 贈　与　税　２月６日（金）

●場所／津久見市役所大会議室

●時間／午前の部　９時～12時（受付は11時30分まで）　午後の部　13時～16時（受付は15時30分まで）

●対象となる方／①年金から源泉徴収をされている方　②譲渡所得（土地、建物、株式等の売買等）がある方
③贈与税がある方

※申告に必要な書類（源泉徴収票、社会保険料などの各種保険料控除証明書など）、印章、本人の金融機
関名および口座番号がわかる書類をご用意ください。なお、医療費控除を受ける場合には医療費の領収
書をご持参ください。

●問い合わせ先／臼 杵 税 務 署　☎６３－８５２２
税務課 課税管理班　☎８２－４１１１（内線１２７）
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定
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

２
月
15 
日

（日） 

必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
分
県

点
字
図
書
館　

〒
８
７
０-

０
０
２

６　

大
分
市
金
池
町
３-

１-

75

☎
０
９
７-
５
３
８-

０
３
９
９

▼
教
育
内
容

高
等
学
校
︵
普
通
科
︶
に
準
ず

る
教
育
、
知
的
障
が
い
教
育
特

別
支
援
学
校
に
準
ず
る
教
育
、

ま
た
は
、﹁
あ
ん
摩
・
は
り
・
き

ゅ
う
師
﹂
を
目
指
す
職
業
教
育

▼
出
願
資
格

○
視
覚
障
が
い
を
有
す
る
者

・
両
眼
の
視
力
︵
矯
正
︶
が
お
お

む
ね
０
・
３
未
満
の
者

・
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い

が
高
度
の
者
で
、文
字
等
の
視

覚
に
よ
る
認
識
が
困
難
な
者

○
視
覚
障
が
い︵
主
︶に
加
え
、他
の

障
が
い
︵
併
︶
を
併
せ
有
す
る
者

○
知
的
障
が
い︵
主
︶に
加
え
、視
覚

障
が
い
︵
併
︶
を
併
せ
有
す
る
者

▼
募
集
学
科
と
定
員

本
科
︵
中
卒
者
︶

普
通
科

重
複
障
が
い
学
級　

３
名

単
一
障
が
い
学
級　

８
名

保
健
理
療
課　
　
　

８
名

専
攻
科
︵
高
卒
以
上
︶

保
健
理
療
課　
　
　

８
名

理　

療　

課　
　
　

８
名

▼
出
願
期
間

２
月
16 
日

（月）
〜
２
月
20
日

（金）

※
募
集
要
項
配
布
期
間

２
月
13 
日

（金）
ま
で

▼
面
接
・
適
性
検
査　

３
月
３
日

（火）

▼
学
力
検
査　

３
月
10 
日

（火）

▼
合
格
発
表　

３
月
12 
日

（木）

▼
願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

大
分
県
立
盲
学
校　

教
務
係

〒
８
７
０-

０
０
２
６　

大
分

市
金
池
町
３-

１-

75

☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
８

☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
６

※
﹁
視
覚
障
が
い
﹂
に
関
す
る
教

育
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

出
産
育
児
一
時
金
が
１
月
か
ら

の
出
産
に
つ
い
て
35
万
円
か
ら
38

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
定
の
出
産
に
係
る

事
故
に
つ
い
て
、
補
償
金
の
支
払

に
備
え
る
た
め
の
仕
組
み
﹁
産
科

医
療
補
償
制
度
﹂
が
１
月
か
ら
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
出
産
費

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
妊
産
婦

の
皆
様
や
ご
家
族
に
負
担
増
加
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

﹁
産
科
医
療
補
償
制
度
﹂
と
は
、

お
産
を
し
た
と
き
に
な
ん
ら
か
の

理
由
で
一
定
の
障
が
い
を
抱
え
た

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
こ
と

を
考
え
た
新
し
い
補
償
制
度
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
生
活
課

国
保
年
金
班　

☎
82-

４
１
１
１

︵
内
線
１
０
３
、１
０
６
︶

▼
日
時　

１
月
18 
日

（日）９
時
〜
16 
時

▼
場
所　

弥
生
文
化
会
館
︵
多
目

的
ホ
ー
ル
︶

▼
主
催　

佐
伯
市
・
佐
伯
市
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会

▼
共
催　

佐
伯
・
臼
杵
・
津
久
見

地
域
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会

▼
内
容

（１）
講
演
会　

10 
時
〜
12 
時

講
師　

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト･

セ

ン
タ
ー
主
宰　

森
田
ゆ
り
さ
ん

演
題　

﹁
子
ど
も
の
人
権
と
暴
力

〜
私
た
ち
に
で
き
る
大
切
な
こ
と
﹂

（２）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

13 
時
〜
16 
時

①
朗
読
劇　

﹁
浅
黄
半
襟
拒
否
逃

散
一
揆
﹂

②
講
話　

﹁
身
近
な
人
権
﹂︵
予
定
︶

講
師　

藤
村 

暢
さ
ん
︵
明
尊

寺
住
職
︶

③
そ
の
他　

啓
発
パ
ネ
ル
展
示
・

子
供
向
け
映
画
鑑
賞
会
・
プ
ラ

ホ
ビ
ー
工
作
等

※
入
場
無
料　

手
話
通
訳
あ
り
・

大
分
県
立
盲
学
校

高
等
部
生
徒
募
集

「
佐
伯
市
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

試
　
験

出
産
育
児
一
時
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

津久見 飲食店マナーアップセミナー
　飲食店の皆さま、本セミナーの受講を通して津久見においでいただいたお客様に満足していいただき、リ
ピーターの獲得・利用率の向上に繋げてみませんか？
●日時・内容／第１回　１月２０日（火）　社長（経営者）がお店にできること

第２回　２月１６日（月）　お客様を喜ばせる　接客アレコレ（基）
第３回　３月１７日（火）　お客様に『また来たい！』と言わせる接客アレコレ（応用）
※時間は、いずれも１４時～１６時です。
※各回のセミナーは独立していますので、参加は１回でも３回でも構いません。

●場　　所／亀の井ホテル１階
●講　　師／（有）ファニーフェイス　山村美穂子　氏
●対　　象／津久見市内の飲食店経営者、スタッフ、関係者など約３０人～７０人（各回とも）
●費　　用／無料
●主　　催／大分県産業創造機構
●共　　催／津久見商工会議所・津久見市飲食店組合
●後　　援／津久見市観光協会
●申込期限／それぞれのセミナーの前日まで（定員になり次第締め切ります。）
●申込・問い合わせ先／津久見商工会議所　☎８２－５１１１
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託
児
可
︵
事
前
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先　

佐
伯
市
役
所

社
会
福
祉
課
人
権
・
社
会
係

☎
０
９
７
２-

22-

４
５
２
４

　

平
成
21
年
度
津
久
見
市
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請︵
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
・
物
品
・

施
設
管
理
業
務
︶受
付
を
左
記
期
間

に
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、﹁
津
久
見

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︻h

ttp
://w

w
w

.

c
ity

.ts
u

k
u

m
i.o

ita
.jp

︼
﹂
を
ご

ら
ん
頂
く
か
、左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

︿
建
設
工
事
関
係
﹀

○
県
内
業
者

２
月
２
日

（月）
〜
３
月
２
日

（月）

○
県
外
業
者
お
よ
び
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
者

２
月
２
日

（月）
〜
３
月
10 
日

（火）

︿
物
品
関
係
﹀

○
物
品
・
施
設
管
理
業
務

２
月
２
日

（月）
〜
３
月
２
日

（月）

▼
問
い
合
わ
せ
先

契
約
検
査
室　

☎
82-

４
１
２
７

●
緊
急
保
証
の
対
象
業
務
を
６
１

８
業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。

・
対
象
業
種
の
方
は
、一
般
保
証
８

千
万
円
に
加
え
て
、別
枠
で
８
千

万
円
︵
担
保
が
あ
る
方
は
、
一
般

保
証
２
億
円
に
加
え
て
、別
枠
で

２
億
円
︶ま
で
の
保
証
を
利
用
で

き
ま
す
。

※
対
象
業
種
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︻h

ttp
://w

w
w

.

c
h

u
s
h

o
.m

e
ti.g

o
.jp

︼
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
、

業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

・
全
業
種
の
方
が
、４
億
８
千
万
円

︵
中
小
企
業
の
方
︶
、
４
・
８
千
万

円
︵
小
規
模
企
業
の
方
︶
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

九
州
経
済
産

業
局
産
業
部　

中
小
企
業
課

☎
０
９
２-
４
８
２-

５
４
４
８

　

津
久
見
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
24
日

（土）

10 
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　

市
民
会
館
第
３
会
議
室

▼
演
題

わ
か
り
や
す
い
津
久
見
の
歴
史

▼
講
師　

津
久
見
史
談
会

会
長　

酒
井 

博 

氏

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。︵
入
場
無
料
︶

▼
主
催　

大
分
大
学
福
祉
科
学
部

同
窓
会
津
久
見
支
部

▼
問
い
合
わ
せ
先

世
話
人　

小
野　

哲
博

☎
82-

４
７
７
９

　

10 
月
24
日

（金）
、第
17 
回
津
久
見
市

社
会
福
祉
大
会
が
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

津
久
見
市
長
表
彰

▼
民
生
委
員
児
童
委
員
特
別
功
労

者　

宮
子
三
千
代
さ
ん

▼
介
護
者　

渕
田
鶴
子
さ
ん
、江
藤

和
幸
さ
ん
、
仲
昭
子
さ
ん
、
瀬
川

由
紀
さ
ん
、濱
野
マ
キ
コ
さ
ん

▼
明
る
い
高
年
者

川
野
ミ
ネ
子
さ
ん
、
上
杉
靜
男

さ
ん
、
山　

絹
枝
さ
ん
、
西
田
成

美
さ
ん
、
神
田
昭
則
さ
ん
、
江
藤

吉
久
さ
ん
、江
藤
テ
ル
子
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

▼
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
功
労
者

中
津
留
道
子
さ
ん
、
秋
田
博
雅

さ
ん
、
戸
田
篤
男
さ
ん

▼
自
立
更
生
者　

川
野
廣
行
さ
ん

▼
優
良
盛
人
ク
ラ
ブ

宮
本
第
３
ク
ラ
ブ

▼
盛
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

山
崎
竹
次
郎
さ
ん
、
藥
眞
寺
邦

雄
さ
ん
、
下
戸
洋
一
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

遠
藤
哲
也
さ
ん

　

11
月
27
日

（木）
、
第
３
回
大
分
県
地

域
福
祉
推
進
大
会
が
別
府
ビ
ー
コ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、地
域
福
祉

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
知
事
賞

▼
高
齢
者
介
護
賞

石
堂
桂
子
さ
ん
、
後
藤
定
さ
ん

▼
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞

セ
メ
ン
ト
町
寿
ク
ラ
ブ

▼
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞

青
木
力
さ
ん

大
分
県
知
事
感
謝
状

▼
身
体
障
害
者
相
談
員

川
野
雅
子
さ
ん

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
功
労

団
体 

あ
け
ぼ
の
会
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ﹁
ふ
れ
あ
い
電
話
﹂

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

▼
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者

中
津
留
道
子
さ
ん

▼
自
立
更
生
者　

西
田
菊
人
さ
ん

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
功
労

団
体　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

﹁
た
ん
ぽ
ぽ
﹂

大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
賞

▼
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞

小
園
盛
人
ク
ラ
ブ

▼
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
賞

川
野
修
さ
ん
、
児
玉
利
美
さ
ん

市
報
つ
く
み
12 
月
号
２
ペ
ー

ジ
の
文
化
の
日
表
彰
記
事
で
、

中
津
留
芳
子
氏
の
経
歴
に
﹁
手

話
サ
ー
ク
ル
﹃
小
鳩
﹄
会
長
﹂
と

記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

平
成
 21
年
度 
津
久
見
市
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

中
小
・
小
規
模
企
業
を

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！

津
久
見
の
歴
史
を

勉
強
し
ま
せ
ん
か

第
17 
回 

津
久
見
市

社
会
福
祉
大
会

第
３
回 

大
分
県
地
域

福
祉
推
進
大
会

《津久見市社会福祉大会で表彰された皆さん》
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つくみん公園を
消防出初式で使用します

　平成２１年から、津久見市消防出初式がつくみん公園で
開催されることになりました。当日は関係者以外の会場
付近への立ち入りを制限しますので、ご協力お願いします。

●日時／１月１７日（土）　８時３０分～１３時

●場所／つくみん公園芝生広場
※遊具・駐車場については通常通り使用できます。

●問い合わせ先／津久見消防署　☎８２－５２１１

第24回市民合唱祭
　皆様のご来場を心よりお待ちしております。

入 場 無 料

●日時／１月２５日（日）
開場 1３時３０分　開演 １４時

●場所／市民会館大ホール

●主催／津久見合唱連盟

●出演／樫の実少年少女合唱団、コール虹、
コールつくみ、アンサンブル ノア、
ライムストーン、コーラス和、
コールさざなみ、合唱団 純麗、
堅浦ひまわりの会とそのグループ

●後援／津久見市教育委員会
津久見市文化協会
大分合同新聞社

●問い合わせ先／合唱連盟事務局(黒田)
☎８２－９９５０

　今般、与党において決定された「定額給付金」については、住民の皆様へのご連絡や給付を行う段
階ではありません。具体的な給付の方法などが決まり次第、速やかに広報いたします。

このため、「定額給付金」に関して、

◆市区町村や総務省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願
いすることは、絶対にありません。

◆ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。

◆市区町村や総務省などが、「定額給付金」の給付のために、手数料などの振込を求める
ことは絶対にありません。

◆現時点で、市区町村や総務省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個
人情報を照会することは、絶対にありません。

※ご自宅や職場などに市区町村や総務省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届
いたら、迷わず、下記までご連絡ください。

・津久見市役所秘書課　☎８２－９５１０（防犯担当）
・津 久 見 警 察 署　☎８２－２１３１　または警察相談電話（＃９１１０）まで

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。
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こ
ん
に
ち
は

津
久
見
高
校
で
す

祝 大分県立津久見高等学校創立70周年
記念式典　日時：平成21年10月11日（日）　　場所：津久見高校体育館

※関連の行事及び事業は以下のものを予定しています。

・記念講演　・記念祝賀会　・記念招待試合　・記念事業（記念誌発行、エアコン設置等）

地域別求人数

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２０年度
地域別内定者数

工　業　科

普　通　科

合　　　計

合　計

８２０

８５７

１１０２

合　計

５６

１７

７３

関　東

２８３

２６３

３９８

関　東

４

１

５

中　京

１１０

１３６

１５５

中　京

４

０

４

関　西

１１２

１１５

２０１

関　西

３

０

３

九　州
中四国

９２

９９

１２８

九　州
中四国

７

２

９

その他

１８５

２０３

１８４

その他

３１

１０

４１

臼　津

３８

４１

３６

臼　津

７

４

１１

様
々
な
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

卒
業
生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す

不
況
知
ら
ず
の
求
人
数

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
本
校
に
対
し
皆
様
方
の

ま
す
ま
す
ま
す
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
今
年
度
、
創
立

70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
下
記
の
と
お
り
記
念
式
典

と
各
種
記
念
行
事
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
市
民
の
皆

様
か
ら
の
さ
ら
な
る
力
を
賜
り
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
全
校
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
資
格
・
検
定
試
験
の

取
得
状
況
や
進
路
情
報
を
主
に
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

普
通
科
２
年
進
学
コ
ー
ス
で
は

英
語
検
定
試
験
に
ク
ラ
ス
全
員
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は
１
年
生
で
準
２
級
に
４
名
が
合

格
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
結
果

が
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

情
報
経
理
コ
ー
ス
は
、
全
商
ワ
ー

プ
ロ
実
務
検
定
や
全
商
情
報
処
理

検
定
・
全
商
簿
記
検
定
な
ど
の
様
々

検
定
試
験
を
受
験
し
、
年
々
実
績

を
上
げ
て
ま
す
。

　

機
械
科
や
電
気
科
で
は
、
計
算

技
術
検
定
、
情
報
技
術
検
定
、
機

械
製
図
検
定
、
危
険
物
取
扱
者
試

験
等
に
資
格
・
検
定
試
験
を
受
験

し
て
い
ま
す
。
日
常
の
学
習
活
動

と
の
連
動
性
や
専
門
科
目
へ
の
さ

ら
な
る
興
味
・
関
心
の
向
上
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
46
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

機
械
製
図
部
門
で
本
校
卒
業
生
が

見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
の
は
平
成
18 
年
度
に

本
校
電
気
科
を
卒
業
し
、
現
在
、

株
式
会
社
日
立
製
作
所
勤
務
の
戸

匹
洸
平
さ
ん
、
本
校
の
誇
り
で
あ

る
と
と
も
に
、
今
、
資
格
取
得
に

取
り
組
む
在
校
生
の
大
き
な
目
標

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
有
効
求
人
倍
率
は
12 
を

上
回
り
県
下
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
求
人
状
況
と
い
え
ま
す
。
内
定

先
は
、
新
日
鐵
大
分
、
九
州
電
力

愛
知
製
鋼
、
三
菱
電
機
、
神
戸
製

鋼
所
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
三
井
造
船
、

ダ
イ
ハ
ツ
九
州
、
日
立
製
作
所
、

新
日
鐵
化
学
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
九
州
、
昭
和
電
工
、
大
分

キ
ヤ
ノ
ン
、
東
京
地
下
鉄
、
日
鉱

金
属
︵
佐
賀
関
︶
等
の
大
手
企
業

を
は
じ
め
、
地
場
企
業
か
ら
も
内

定
を
い
た
だ
き
好
調
で
す
。
ま
た
、

女
子
生
徒
に
お
い
て
も
、
ト
キ
ハ
、

イ
オ
ン
九
州
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

等
の
販
売
職
を
は
じ
め
、
大
分
キ

ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
、
川
澄
化
学

工
業
等
の
製
造
職
か
ら
も
内
定
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
来
校
さ
れ
る
企
業
の
人

事
担
当
者
の
方
は
、﹁
卒
業
生
が

非
常
に
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
素
直
で
誰
か

ら
も
好
感
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

是
非
と
も
今
年
度
も
推
薦
し
て
下

さ
い
。
﹂
と
大
変
嬉
し
い
お
言
葉

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
方
々
の
お
力

を
お
借
り
し
、
地
域
と
学
校
が
協

力
し
、
活
力
あ
る
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

県　内

県　内

※平成２０年度は１１月２５日現在の数字
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短
　
　
　
歌

秋
闌
け
て
風
の
冷
た
き
門
の
辺
に
直
ぐ
と
立
ち
た
り
素
足
の
僧
は

小
野
キ
ク
ヱ（
津
久
見
合
同
短
歌
会
）

も
み
ぢ
観
に
友
ら
出
で
ゆ
き
ひ
と
り
来
て
仰
ぐ
公
孫
樹
の
色
づ
き
淡
し

五
十
川
加
代（
津
久
見
合
同
短
歌
会
）

俳
　
　
　
句

野
路
菊
や
会
釈
交
わ
し
て
万
歩
計
　
　
　
　
　
阿
南
春
子（
橘
俳
句
会
）

ビ
オ
ロ
ン
の
た
め
息
聞
こ
ゆ
秋
の
暮
れ
　
　
　
五
嶋
和
子（
橘
俳
句
会
）

亡
妻
の
生
ま
れ
た
る
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
　
相
原
浅
夫（
津
久
見
俳
句
会
）

水
仙
の
は
じ
ら
ふ
背
中
合
は
せ
か
な
　
　
小
田
祥
子（
津
久
見
俳
句
会
）

川
　
　
　
柳

年
一
度
賀
状
で
安
否
を
再
確
認
　
　
　
　
高
木
茂
武（
津
久
見
川
柳
会
）

屈
辱
を
バ
ネ
に
飛
び
越
す
水
た
ま
り
　
　
江
口
千
代（
津
久
見
川
柳
会
）

1月05日㈪
1月06日㈫
1月07日㈬
1月08日㈭
1月09日㈮
1月13日㈫
1月14日㈬
1月15日㈭
1月16日㈮
1月19日㈪
1月20日㈫
1月21日㈬
1月22日㈭
1月23日㈮
1月26日㈪
1月27日㈫
1月28日㈬
1月29日㈭
1月30日㈮
2月02日㈪
2月03日㈫
2月04日㈬
2月05日㈭

川内・青江・川上・畑・岩屋口
彦ノ内・岩屋・大友
警固屋・入船
堅浦・徳浦
宮本・上宮本・立花・中田町（1・２番）
中央・高洲・福
四浦
千怒
西ノ内・中田（中田町１・２番を除く）
長目
日代
川内・青江・川上・畑・岩屋口
堅浦・徳浦
彦ノ内・岩屋・大友
警固屋・入船
中央・高洲・福
宮本・上宮本・立花・中田町（1・２番）
千怒
西ノ内・中田（中田町１・２番を除く）
川内・青江・川上・畑・岩屋口
彦ノ内・岩屋・大友
宮本・上宮本・立花・中田町（1・２番）
堅浦・徳浦

出場件数

0

0

0

3

1

1

9

0

0

38

21

73

809

種　別

火 災

自然災害

水難事故

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

加 害

自損行為

急 病

転 院 等

合 計

累 計

《11月の大気汚染測定結果》

区 分

件 数

損害見積額

発 生 場 所

今年の累計

件 数

損害見積額

火　災

０　件

－

－

２　件

11,236千円

人身事故

累 計

死 者

累 計

負 傷 者

累 計

物損事故

累 計

3

49

0

0

3

67

16

207

前 年

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

6

47

0

1

7

56

20

197

《11月の放流水検査結果》（　）内は瀬戸内基準による

ＣＯＤ

ＢＯＤ

Ｓ Ｓ

色 度

大腸菌

30以下

20以下

25以下

30以下

1,000以下

4.1

0.6

1未満

3

4.1

㎎／ℓ

㎎／ℓ

㎎／ℓ

度

個／㎤

協 定
基準値

浄 化
センター

20以下

20以下

25以下

－

3,000以下

基準値

6.0

0.6

0.8 

－ 

0

終 末
処理場

2

1未満

1未満

1未満

2

最 終
処分場

SO2………………二酸化硫黄(PPM)

SPM…………浮遊粒子状物質(㎎/㎥)

環　境
基準値 測定値 環　境

基準値 測定値

一日平均値 １時 間 値

S O 2

S P M

0.040

0.100

0.005

0.040

0.100 

0.200

0.017

0.071

3.1

3.0

17年度

19年度

21.45 

3.7

45年度

18年度

《11月交通事故情報》
t／㎢／月

《10月降下ばい塵測定結果》
《11月の出火件数》

11月の《救急出場件数》

平
　

均

10月の降水量 129.5mm

小 園 町

西 ノ 内

徳 浦 宮 町

元 町

高 洲 町

青江小学校

入船公民館

合 の 元 町

堅 浦

岩 屋 口

1.9

1.7

1.3

1.5

0.8

1.9

2.5

3.5

1.3

1.5

（20）

た

す

い
　
ち
　
や
　
う

中
津
留
彩
未　

稔
雄　

中
田
町

上
ノ
原
裕
実　

裕
一　

元
町

宮
成　

優
和　

愼
吾　

門
前
町

黒
枝　

慧
吾　

孝
匡　

大
字
上
青
江

井
野
本
陽
咲　

成
司　

大
字
千
怒

山
口　

優
那　

智
靖　

大
字
津
久
見

今
村　

希
華　

省
三　

大
字
上
青
江

西
田　

彩
杏　

秀
二　

上
宮
本
町

大
村　

恵
利　

美
和　

大
字
津
久
見

11月16日～
12月15日
届出分

お
誕
生

お
め
で
と
う

片
田　

静
子　

85　

徳
浦
本
町

樋
口　

公　
　

79　

大
字
津
久
見

房
前
マ
サ
ヱ　

92　

岩
屋
町

中
津
留
チ
ズ
子　

91　

大
字
堅
浦

児
玉　

辰
己　

79　

大
字
網
代

川
野
マ
サ
子　

78　

港
町 11月16日～

12月15日
届出分

お
く
や
み

あ

み

ゆ

み

ゆ
う
わ

け
い
ご

ひ
さ
き

ゆ
う
な

の
の
か

あ
や
み

あ
や
と
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1月03日㈯

1月10日㈯

1月17日㈯

1月24日㈯

1月31日㈯

※その他は水道修理と同じ

下 水 道 修 理

1月03日㈯

1月04日㈰

1月10日㈯

1月11日㈰

1月12日㈪

1月17日㈯

1月18日㈰

1月24日㈯

1月25日㈰

1月31日㈯

2月01日㈰

水 道 修 理

1月03日㈯

1月04日㈰

1月11日㈰

1月12日㈪

1月18日㈰

1月25日㈰

2月01日㈰

歯 科 医
(臼津歯科医師会) ９時～18時

津 久 見 中 央 病 院

深 江 医 院

小 宅 医 院

池 邉 整 形 外 科

金 田 医 院

つ く み ク リ ニ ッ ク

小 田 ク リ ニ ッ ク

☎82-1123

☎82-2348

☎82-2015

☎82-3588

☎82-2881

☎85-0055

☎82-0280

1月03日㈯

1月04日㈰

1月11日㈰

1月12日㈪

1月18日㈰

1月25日㈰

2月01日㈰

水道サービスセンター

川 野 水 道 工 業 所

水道サービスセンター

㈱ 九 電 工

㈱ 後 藤 設 備 鉄 工

水道サービスセンター

高 山 水 理 工 業

水道サービスセンター

㈲ 松 岡 水 道 工 業

水道サービスセンター

㈲ 亀 井 水 道 工 業 所

☎82-1992

☎82-5563

☎82-1992

☎82-5228

☎82-2740

☎82-1992

☎82-2426

☎82-1992

☎82-1315

☎82-1992

☎82-2233

㈱ 薬 師 寺 建 設

㈲ 政 栄 建 設 工 業

㈱ 宏 栄 建 設

津 久 見 建 設 ㈱

㈱ 東 和 建 設

☎82-5255

☎82-1226

☎82-1530

☎82-5291

☎82-4188

白 土 歯 科 医 院

陶 山 歯 科 医 院

立川和人歯科医院 

立川淳一歯科医院

鳥 越 歯 科 医 院

ふかえ歯科医院

深 江 歯 科 医 院

(臼)

(臼)

(津)

(津)

(臼)

(津)

(臼)

☎62-5558

☎63-6655

☎82-8668

☎82-2848

☎63-3118

☎82-1002

☎62-2112

※市報発行後変更する場合があります。消防署 ☎82−

3000で確認してください。平日の当番医も同じ番号
で確認できます。

救 急 医

日 直・当 番
１月３日（土）～２月１日（日）

　国民年金に加入している自営業者やその配偶者、
学生、いわゆるフリーターの方などの第1号被保険
者は、自分で保険料（平成２０年度 １カ月１４，４１
０円）を納めなければなりません。
　しかし、失業等の理由で保険料を納めるのが困難
な時期があるかもしれません。そんなときは、保険
料を未納のままにせず、保険料免除制度をご活用く
ださい。
　免除には、保険料の全額の納付が免除される「全
額免除」と、保険料の一部を納める（１／４・１／２・
３／４納付）「多段階免除」があります。また、２０歳
代の方には、「若年者納付猶予制度」、学生の方には「学
生納付特例制度」があります。
　保険料を未納のままにせず、市民生活課国保年金
班または佐伯社会保険事務所へご相談ください。

　日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未満のす
べての方は、国民年金に加入することが義務づけら
れています。
　２０歳になれば、みなさん国民年金の被保険者です。
忘れずに加入手続きをして、保険料を納めましょう。
　加入の種類は職業によって、第１号、第２号、第３
号被保険者に分かれており、それぞれ加入手続きの
方法が違います。
　詳しくは、市民生活課国保年金班 ☎８２－４１１１
（内線１１４・１１７）または佐伯社会保険事務所（ 
☎０９７２－２２－１９７０）へご相談ください。

年金だより

20歳になったら、国民年金

『保険料免除制度』の申請手続きを！
国民年金保険料を納めることが困難なときは
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つくみっ子を募集しています。お子さんの
写真（デジタル画像も可）、お名前（ふりが
な）、性別、年齢（生年月日）、住所、電話番号、
保護者名、お子さんへのメッセージを添え
て、郵送またはＥメールでご応募ください。
tsu-hisyo@city.tsukumi.lg.jp
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「市報つくみ」は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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●世帯数／８，８０３世帯　（－１４）

●人　口／男１０，０６５人（－１０）
女１１，２６８人（－１３）
計２１，３３３人（－２３）
出生／０９人　　死亡／２５人
転入／２８人　　転出／３５人

●面　積／79.53㎢（H19.10.１現在）

■ふれあい福祉センター（相談等）
毎週金曜の10時～15時　社会福祉協議会

■年金相談　毎月第４火曜 10時～15時
商工会議所

■とぎ倶楽部こころの健康相談（中央病院横）
毎週木曜日（祝日除く）13時30分～16時

■社会福祉協議会出張相談（よらんせ）
毎月第３日曜日 12時～14時30分

01日■　歳末たすけあい運動（～31日）

05日■新年互礼会　　　11時～　市民会館

06日■新春歩こう会

９時市営グラウンド集合→赤八幡神社

参拝後出発→岩屋踏切前右折→片代

踏切→市民会館到着→11時新年表彰

式・総会→終了後解散

11日■津久見市成人式

10時30分～　市民会館

12日■ 成人の日

17日■津久見市消防特別点検

９時20分～　つくみん公園

１１月３０日現在

つくみっ
子つくみっ
子

大字上青江

（親） 武史さん

「１歳おめでとう。葉瑠くん

が成長していく姿がとって

もうれしいです。これから

もかわいい笑顔を見せてく

ださい。」

川野葉瑠くん（１歳）

大友町

（親） 悟さん

「いつもみんなを楽しませ

てくれるしいちゃん。これか

らも明るく元気に育ってね。」

岡野紫音ちゃん（３歳）

は　　る

し　　おん

中田町

（親） 美樹生さん

「いつも元気なゆずちゃん。

お友達と仲良くあそんで元

気に育ってね。」

司　柚季ちゃん（３歳）
ゆず　き

●高速インターネット使い放題で月々 1,634円～
●ホームページスペース100ＭＢ
●電子メール５個（各１０ＭＢ）

●申込・問い合わせ先／津久見市秘書課
☎８２-４１１１（内線２３９）

つくみADSLつくみADSLつくみADSLつくみADSLつくみADSL
津久見市のインターネットは


